
 

 早急に工期短縮の結論をまとめるよう要望 

・ 1２月１0 日（火）、自民、公明両党の与党整備新幹線建

設推進プロジェクトチームの会合が開催され、本県をは

じめ、北海道、長崎県からヒアリングが行われました。 

・ 知事は北陸新幹線金沢・敦賀間の工期短縮に向けた県の

検討結果を説明し、早急に工期短縮の結論をまとめるよ

う強く求めました。 

 

 県の工期短縮案、国交省・機構が検討へ 

・ 自治体からのヒアリングを受け、与党整備新幹線建設推

進プロジェクトチームは、工期短縮に向け、２６年度予

算の増額とともに、来夏までに整備スキームを見直すこ

とを求める決議をし、１２月１３日（金）には、菅義偉

内閣官房長官、麻生太郎財務大臣および太田国土交通大

臣に申し入れました。 

・ また、国土交通省や鉄道・運輸機構に対し、県の工期短

縮案が技術的に実現可能かどうかを検討し、来年１月下

旬にも開く次回会合で報告するよう求めました。 

（参考１）与党整備新幹線建設推進プロジェクトチームの動き 

 ・５月１６日   第１回会合 

   工期短縮、財源確保の議論開始 

 ・６月１２日   第２回会合 

   工期短縮の具体的目標を年内に決定 

 ・８月２９日   第３回会合 

   平成２６年度整備新幹線予算概算要求について国土交通省が説明 

 ・１０月３０日  第４回会合 

   国土交通省、鉄道・運輸機構から新規着工３区間の工期の根拠、課題について意見聴取 

 ・１２月１０日  第５回会合 

   地元自治体（福井県、北海道、長崎県）からヒアリング 

 ・１２月１３日  与党ＰＴ申し入れ 

   菅内閣官房長官等に２６年度予算の増額、来夏までの整備スキーム見直し等を申し入れ 

（参考２）平成２６年度整備新幹線予算概算要求 

  【財源内訳】  国費（通常要求枠）   ７０６億円 （  ７０６億円） 

          国費（優先課題推進枠） １１６億円 （    －億円） 

          地方公共団体負担金   ４１１億円 （  ３５３億円） 

          貸付料         ２９７億円 （ １,６０１億円）  

                    合  計           １,５３０億円 （ ２,６６０億円） 

北陸新幹線ニュースレター特別号 

与党整備新幹線建設推進プロジェクトチームにおける 

工期短縮案の説明および北陸新幹線に係る中央要請概要 

（平成２５年１２月１０日実施 衆議院第二議員会館、国土交通省、自民党本部） 

与党整備新幹線建設推進プロジェクトチーム会合の様子 

町村与党ＰＴ座長（右）と井上与党ＰＴ座長代理（左） 

※（ ）内は２５年度当初予算 



 県・県議会・経済界による中央要請 

・ 与党整備新幹線建設推進プロジェクトチーム会合と同日、

北陸新幹線の早期完成・開業について、県・県議会・経

済界による中央要請を実施しました。 

・ 主な要望内容は、敦賀までの早期完成・開業の実現、新年度

における十分な建設予算の確保、敦賀以西の若狭ルートの実

現に向けた調査促進などで、知事は、早急に工期短縮の結論

をまとめるよう国土交通省と自由民主党に強く求めました。 

 

 （参考）要望書 

＜お問い合わせ先＞  

福井県北陸新幹線建設促進同盟会（事務局：福井県新幹線建設推進課）  

℡：0776-20-0298  Fax：0776-20-0729  E-mail：shinkansen@pref.fukui.lg.jp  

 

国土交通省 太田国土交通大臣 

自由民主党 三原副幹事長 

自由民主党 野田総務会長 

自由民主党 高市政調会長 


